
学

校

通

信

二
〇
二
〇
年
一
月

星
美
学
園
中
学
校
高
等
学
校

一

月

の

行

事

水

元
旦

神
の
母
聖
マ
リ
ア
の
祝
日

1

木

2

金

3

土

4

日

5

月

仕
事
始
め

高
校
入
試
個
別
相
談
会

6

火

高
校
入
試
個
別
相
談
会

7

水

始
業
式

二
・
三
限
：
清
掃
・

四
限
～
授
業

8

LHR

木

9

金

10

父
母
の
会
定
例
会
⑤

リ
ー
ダ
ー
研
修

土

11

第

期
卒
業
生
成
人
式
祝
福
御
ミ
サ
・
茶
話
会

68

日

入
試
体
験
会

12

月

成
人
の
日

13

火

宗
教
研
究
会
⑨

14

水

高
校
推
薦
入
試
願
書
受
付
（
～

日
）

15

16

木

高
一
模
試

高
三
単
位
追
認
試
験
①

16

金

漢
字
検
定
試
験(

分
授
業)

第
五
支
部
生
活
指
導
部
会

17

40

土

セ
ン
タ
ー
試
験

高
校
内
進
生
学
校
生
活
説
明
会

18

日

セ
ン
タ
ー
試
験

19

月

20

火

福
者
ラ
ウ
ラ･

ビ
ク
ー
ニ
ャ
の
祝
日

宗
教
研
究
会
⑩

21

水

高
校
推
薦
入
試

22

木

23

金

第
三
回
英
語
検
定
試
験(

一
次)

24

中
一
保
護
者
会
（
三
・
四
限
）

土

25

高
一
長
崎
研
修
説
明
会
（
生
徒･

保
護
者
）

日

英
検
会
場
提
供
③

北
辰
会
場
提
供
④

26

月

27

火

宗
教
研
究
会
⑪

28

水

29

木

高
二
模
試

30

金

聖
ド
ン･

ボ
ス
コ
の
祝
日

入
試
準
備(

部
活
動
な
し)

31

二
月
の
主
な
行
事
予
定

日

中
学
入
学
試
験(

第
一
回
午
前
・
第
二
回
午
後)

1
日

中
学
入
学
試
験(

第
三
回
午
前
・
第
四
回
午
後)

2
日

振
替
休
日
（

日
）

3

2

日

中
学
入
学
試
験(

第
五
回
午
前
・
第
六
回
午
後
）

4
日

中
二
保
護
者
会
（
三
・
四
限
）

8
日

高
校
入
学
試
験

制
服
採
寸(

新
中
一
・
高
校
推
薦
合
格
者)

10
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会(

雨
天
順
延

日)

13

14

日

新
中
一
学
校
生
活
説
明
会

数
学
技
能
検
定
③

15

マ
ル
タ
島
語
学
研
修
説
明
会

日

校
内
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

18
日

第
三
回
英
語
検
定
試
験(

二
次)

23
日

高
三
卒
業
ミ
サ
（
一
・
二
限:

高
二
・
三
）

28

卒
業
式
練
習
（
三
限
：
高
一
～
高
三

四
限
：
高
三
）

「
新
大
学
入
試
制
度
」
へ
の
本
校
の
対
応

柴
田

洋
平

十
二
月
十
七
日
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
新

テ
ス
ト
）
」
に
お
け
る
国
語
と
数
学
の
記
述
式
問
題
の
導
入
見
送
り
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。
新
テ
ス
ト
を
巡
っ
て
は
、
英
語
の
民
間
試
験
の
導
入
が
見

送
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
政
治
と
行

政
に
振
り
回
さ
れ
る
受
験
生
並
び
に
保
護
者
の
方
の
心
中
を
お
察
し
し
ま

す
。
二
転
三
転
す
る
大
学
入
試
改
革
に
我
々
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
。
僭
越
な
が
ら
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
「
新
し
い
教
育
改
革
の

概
要
」
「
新
大
学
入
試
制
度
に
対
す
る
星
美
学
園
の
取
り
組
み
」
「
在
校
生

が
す
べ
き
こ
と
」
の
順
に
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
現
高
校
二
年
生
が
直
面
し
て
い
る
新
入
試
で
す
が
、
そ
の
根
幹
に

あ
る
の
は
新
入
試
で
問
わ
れ
る
学
力
の
三
要
素
で
す
。
そ
れ
は
、
従
来
の

入
試
で
も
必
要
と
さ
れ
た
、
学
習
の
土
台
で
あ
る
「
知
識
・
技
能
」
、
課
題

に
対
し
て
自
ら
考
え
て
判
断
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
で
あ
る
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
、
様
々
な
立
場
の
意
見
を
ま
と
め
、
課
題
解
決
に
向
け

て
進
む
姿
勢
で
あ
る
「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
の
三
つ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
従
来
の
知
識
の
量
を
確
認
す
る
試
験
で
は
な

く
、
知
識
を
使
っ
て
考
え
、
意
見
を
述
べ
る
力
を
問
う
入
試
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
の
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
導
入
さ
れ

る
の
が
新
テ
ス
ト
で
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
の

計
測
が
中
心
で
し
た
が
、
新
テ
ス
ト
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
思
考
力
・
判

断
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
世
界
史
の
場
合
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
初

見
の
資
料
は
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
解
答
に
影
響
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
テ
ス
ト
で
は
提
示
さ
れ
る
資
料
の
量
が
格
段

に
増
え
、
そ
の
読
解
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
今
回
の
新
テ
ス
ト
に
お
け
る
導
入
延
期
・
見
送
り
の
発
表
が
あ
っ
て

も
、
新
し
い
教
育
改
革
の
方
向
性
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
既
に
実
施
さ
れ

て
い
る
国
立
大
学
の
二
次
試
験
や
私
立
大
学
の
入
試
で
更
に
拡
大
さ
れ
て

い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
新
入
試
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な
学
力
の
三
要
素
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
培
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
星
美
学
園
で
は
主
に
「
Ａ
Ｌ

型
授
業
の
導
入
」
と
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
」
に
よ
っ
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
初
め
に
Ａ
Ｌ
型
授
業
で
す
が
、
主
体
性
や
協
働
性
は
グ
ル
ー
プ

で
討
論
し
、
協
力
し
合
う
経
験
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
身
に
付
く
力
で
す
。

そ
こ
で
、
授
業
の
中
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
他
者
と
協
力
し
て
能
動
的
に
学
べ
る
環

境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
次
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
で
す
が
、
こ
れ

は
生
徒
が
日
々
の
経
験
と
気
づ
き
を
記
録
し
、
貯
め
て
い
く
こ
と
を
指
し

ま
す
。
昨
今
は
入
試
形
態
の
多
様
化
が
進
み
、
大
学
入
学
者
の
半
数
近
く

が
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
入
学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
経
験
を

積
み
重
ね
、
記
録
す
る
こ
と
無
く
し
て
は
そ
れ
ら
の
入
試
に
太
刀
打
ち
で

き
ま
せ
ん
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
大
学
入
試
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
に
と
っ

て
も
自
分
の
経
験
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
新
た
な
課
題
を
見
つ
け
、

次
の
経
験
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
現
高
校
一
・
二

年
生
に
は
毎
月
数
回
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
生
徒
は
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
日
々
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
在
校
生
が
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
締

め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

入
試
制
度
は
変
わ
れ
ど
、
求
め
ら
れ
て
い
る
知
識
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。
中
高
六
年
間
で
学
習
し
た
内
容
を
確
実
に
定
着
さ
せ
て

下
さ
い
。
次
に
、
多
様
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
入
試

は
学
力
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
ま
す
。
何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
、
中
高
六
年
間
を
充
実
さ
せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
最

後
に
、
中
高
六
年
間
を
通
じ
て
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
下
さ
い
。
教
職
員
一
同
、
新
入
試
に
対
応
す
べ
く
、
引
き
続
き
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
。


